
電気柵は、野生動物に「これは危険なもの、怖いもの」と学習させて効果
を発揮する柵です。金網柵やワイヤーメッシュ柵と比較して柵の強度は低く、動物に
「この柵は怖くない」と認識されると、侵入を防ぐのは難しくなります。

電気柵の仕組みについて

１．電気柵が効果を及ぼす仕組み

イノシシやシカは、見慣れない物に対して鼻や口
唇で触れて安全かどうか確かめる習性があります

（探査行動）。
敏感な鼻や口唇で触ったときに電気刺激を受ける

と、動物は電気柵を危険なものと学習します。

探査行動をして電気刺激が無かった場合、動物は電気

柵を安全なものと学習してしまいます。
安全と認識したものに対しては探査行動をしなくなり
ます。 敏感な鼻や口唇と比較して、体毛は電気刺激を感
じにくいため、電気柵をすり抜けるようになります。
一度、すり抜けることを覚えられてしまうと、再び電気柵
で侵入を防ぐのは難しくなってしまいます。

動物が初めて来た時確実にビリッとさせましょう！
ビリッとしない柵は逆効果です！

一度設置したら２４時間通電し、通電しない場合は撤去しま
しょう。

敏感な部分
狙い目

剛毛で電気を通し
にくい

２．電気柵通電の仕組み

柵線はプラス、地面はマイナスになって
います。

動物が電線と地面の両方に触れる
と回路が通じ、ビリッとくる仕組み
です。

痛い！！

何だろう？
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